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登
山
口
か
ら
見
上
げ
る
頂
は
果

て
し
な
く
遠
く
、
山
頂
か
ら
の
景

色
に
思
い
を
馳
せ
、
刻
々
と
変
化

す
る
山
の
天
気
と
も
相
談
し
な
が

ら
登
山
が
始
ま
り
ま
す
。
左
右
の

足
を
交
互
に
出
し
て
、
傾
斜
を
上

が
る
だ
け
の
登
山
で
す
が
、
雨
降

り
だ
と
石
や
枯
れ
葉
で
滑
っ
た
り
、

高
低
差
の
あ
る
場
所
で
は
過
度
に

体
力
を
消
費
し
、
霧
が
立
ち
込
め

る
と
登
山
道
を
見
失
う
こ
と
も
あ

り
、
様
々
な
状
況
判
断
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
登
山
で
は
、
会
っ
た
人
と
は
挨

拶
を
交
わ
し
、
時
に
は
休
憩
中
に

初
対
面
同
士
で
会
話
を
楽
し
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
疲
れ
た
時
に

は
、
そ
の
挨
拶
や
会
話
が
ス
パ
イ

ス
と
な
り
、
次
の
一
歩
に
繋
が
り

ま
す
。

　
ま
た
、「
山
登
り
の
心
得
」は
色
々

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
大
事

な
の
が
水
の
確
保
だ
と
思
い
ま
す
。

　
登
山
は
重
量
を
減
ら
し
、
体
力

登
山
で
得
ら
れ
る

　
　『
感
』本

平
　
利
幸

青森市・廣田神社（令和元年５月 1日）　　【撮影提供】廣田神社

の
消
耗
を
抑
え
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
水
に
関
し
て
は
軽
視

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
登
山
道
に

沢
が
あ
れ
ば
、
雪
融
け
水
を
飲
む

こ
と
も
可
能
で
す
が
、
命
に
関
わ

る
大
事
な
水
は
各
自
で
準
備
し
ま

し
ょ
う
。
山
の
上
で
は
、
1
万
円

札
も
た
だ
の
紙
切
れ
に
し
か
過
ぎ

ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
登
頂
す
る
わ

け
で
す
が
、
苦
労
し
た
ご
褒
美
と

し
て
、
山
頂
か
ら
見
え
る
パ
ノ
ラ

マ
の
景
色
か
ら
は
，
日
常
で
は
中
々

得
ら
れ
な
い
色
々
な
感
情
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、（
登

頂
し
た
）
達
成
感
・
優
越
感
・
充

実
感・快
感・（
自
然
と
の
）
一
体
感
・

開
放
感・（
仲
間
と
の
）
信
頼
感
（
精

神
的
な
）
安
定
感
・
安
堵
感
、
等
々

皆
さ
ん
も
登
山
で
『
感
』
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
そ
し
て
下
山
。
一
見
、
楽
に
見

え
る
下
山
で
す
が
、
滑
っ
て
転
倒

す
る
危
険
性
は
高
く
、
日
常
と
比

較
す
る
と
数
倍
の
重
量
が
足
腰
に

掛
か
り
、
怪
我
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
登
山
の
疲
れ
か
ら
、
体

力
だ
け
で
は
な
く
、
気
付
か
な
い

う
ち
に
思
考
も
低
下
し
て
お
り
、

判
断
を
誤
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
悲
壮
感
に
な
ら
な
い
よ
う
に
…

青
森
保
護
観
察
所

所
長

　平成から令和の御代へ。先帝陛下の御譲位により御大礼、
皇位継承の諸儀式がはじまり、新帝陛下に寄り添って国民も
新たな時代を歩みはじめました。
　全国各地では奉祝行事が催され、青森市の廣田神社でも践
祚（せんそ）改元奉告祭、奉納記念講演、限定御朱印、菊和
菓子の振舞いなどで、境内が希望と喜びに満ちた人々で溢れ
ていました。
　和らぐ令い時代となることを願い、皇室の弥栄と国の隆昌、
世界の共存共栄、国民の安寧をお祈りお祝い申し上げます。
※践祚（せんそ）とは皇位を践む（ふむ）という意味で天皇が皇位につかれることを指します。

【国民の安寧を祈って】
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2
0
1
9
年
度

　
青
森
地
区
役
員
名
簿
　

（
第
１
分
会
）

（
第
１
分
会
長
）

（
第
２
分
会
長
）

（
第
３
分
会
長
）

（
第
４
分
会
長
）

（
第
５
分
会
長
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
５
分
会
）

（
第
５
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
５
分
会
）

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会

　

長
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会

長
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〃

　

　

〃

　

常

務

理

事

事

務

局

長

会

　

計

庶
　
　
　
　
務

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

地

区

監

事
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広
報
部
会
長

研
修
部
会
長

渉
外
部
会
長

地
域
活
動
部
会
長

2019年度

天
　
内
　
　
　
修

石
　
田
　
次
　
郎

塩
　
原
　
誓
　
子

中
　
川
　
隆
　
司

鳴
　
海
　
峰
　
泰

鎌
　
田
　
喜
代
志

樋
　
口
　
修
　
三

佐
　
藤
　
俊
　
政

山
　
田
　
啓
　
子

塩
　
原
　
誓
　
子

野
　
澤
　
絹
　
枝

棟
　
方
　
公
　
男

酢
　
谷
　
奈
保
子

石
　
田
　
康
　
男

長
　
尾
　
幸
　
治

櫻
　
田
　
文
　
信

後
日

工
　
藤
　
照
　
造

佐
々
木
　
雅
　
久

塩
　
原
　
誓
　
子

市
　
川
　
和
　
行

阿
　
部
　
　
　
哲

ち
か
　
　
こ

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年

◎保護司候補者の安定的確保のため、保護司候補者検討協議会の全分会への設置
◎地域別定例研修会の受講者増員を図る
◎更生保護サポートセンターの利用者向上を図る。

重 点
目 標

7
月
11
日（
木
）　「浪
打
中
学
校
」

右から地区保護司会天内会長，青森保護観察所本平所長，
函館地区保護司会会長（代理）菅野事務局長，後列は保護観察官

地区副会長と事務局

開催日　5月 16日（木）　
会　場　アップルパレス青森

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
【
中
学
校
と
の
連
携
】

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

　
2
0
1
9
年
度
地
区
定
時

総
会
は
、
第
１
期
地
域
別
定

例
研
修
会
の
後
に
開
催
（
総

数
1
1
6
名
、
出
席
63
名
・

委
任
状
32
名
・
欠
席
18
名
）

さ
れ
、
来
賓
の
青
森
保
護
観

察
所
本
平
所
長
・
函
館
地
区

保
護
司
会
会
長
（
代
理
）
菅

野
事
務
局
長
の
挨
拶
後
、
30

年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

を
承
認
、
続
い
て
2
0
1
9

度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
に
つ
い
て
審
議
、
満
場
一

致
で
原
案
通
り
承
認
、
地
区

新
役
員
は
、
副
会
長
に
中
川

氏
（
３
分
会
分
会
長
）、
監

事
に
長
尾
氏
２
分
会
監
事
）、

ま
た
事
業
部
局
の
広
報
部
会

長
に
佐
々
木
氏
、
渉
外
部
会

長
に
市
川
氏
、
地
域
活
動
部

会
長
に
阿
部
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。〈
下
記

地
区
役
員
名
簿
参
照
〉

　
ま
た
、
懇
親
会
で
は
61
名

の
参
加
が
あ
り
、
小
野
寺
青

森
市
長
、
山
崎
外
ヶ
浜
町
長
、

中
嶋
今
別
町
長
他
の
来
賓
を

迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
退
任
保
護
司
の

佐
藤
武
治
氏
（
１
分
会
）
に
、

青
森
県
保
護
司
会
連
合
会
か

ら
退
任
功
労
保
護
司
章
等
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
国
大
会
10
月
7
日
】

【
東
北
大
会
11
月
26
日
】

【
青
森
県
大
会
11
月
29
日
】

懇
親
会
で
挨
拶
す
る

　
　
　
小
野
寺
青
森
市
長
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地域別定例研修地域別定例研修2019年度
開催日　5月 16日（木）　
会　場　アップルパレス青森

性
犯
罪
、薬
物
再
乱
用
防
止
、飲
酒
運
転
防
止
な
ど
の

専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
充
実
強
化
さ
れ
て
い
る

名　称 対　象 目　　　的 実施場所実施期間

新任研修 2019 年度
委嘱保護司
 （全員）

9月 2日及び
9月 9日
3月 2日及び 
3 月 9日

保護観察所新任保護司辞令伝達・新任
保護司の使命・役割等基礎
的知 識の習得

処遇基礎
力強化研
修

委嘱後概ね
 2 年未満

指導力
強化研修

委嘱後概ね
2年以上
4年未満

10月9日（水）青  森  市

10月23日（水）青  森  市

職務遂行上の事務手続き及
び処遇の実務 
※事件担当経験の有無等を
　考慮して、保護観察所の
　長が適当と認めた者

処遇上の知識・技術の習得
※処遇経験等を考慮して、
　保護察所の長が適当と認
　めた者

地域別
定例研修 

第 1回

第 2回

第 3回

特別研修

全保護司

概ね下記期間

各  地  区

実務上の知識・技術の向上

「青森県の更生保護の現状」
 　について

「飲酒・ギャンブルの問題を
抱えた対象者の処遇」について

「生活環境調整報告書の
　書きかた」について 8月～11月

4月～7月

12月～

6月 20日（木）青  森  市

青  森  市

青  森  市

野辺地地区

青  森  市

10月25日（金）

10月（予）

R2年
2月中旬（予）

R2年
3月中旬（予）

保護司研修計画2019年度

保護司会事務担当者
研修

保護司SST研修

県央地域会議ブロック
別特別研修

保護司・更女・BBS
三者連携研修

更生保護関係団体
連絡協議会

　
2
0
1
9
年
度
第
１
期
地
域
別
定
例
研
修
会

は
、
5
月
16
日
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
開
催

さ
れ
、
地
区
保
護
司
1
1
6
名
の
う
ち
61
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、青
森
保
護
観
察
所
・

佐
藤
文
彦
保
護
観
察
官
で
「
青
森
県
の
更
生
保

護
の
現
況
に
つ
い
て
」
研
修
し
ま
し
た
。

　
保
護
観
察
対
象
者
が
再
犯
で
検
挙
さ
れ
た
際

に
、
弁
護
人
な
ど
か
ら
担
当
保
護
司
が
情
状
証

人
と
し
て
、
保
護
観
察
中
の
生
活
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
裁
判
で
証
言
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ

る
事
例
が
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
司
が
裁

判
で
証
人
と
な
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
よ
う
な
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、
お

保
護
司
が
裁
判
で
証
人
と
な
る

こ
と
、
警
察
署
か
ら
照
会
の
回
答

も
適
切
で
は
な
い
の
で

依
頼
さ
れ
た
時
は
断
る
よ
う
に

講師の佐藤文彦保護観察官

断
り
頂
く
よ
う
、
ま
た
警
察
署
か
ら

保
護
観
察
中
の
生
活
状
況
に
つ
い
て

照
会
が
会
っ
た
場
合
も
保
護
司
か
ら

は
回
答
せ
ず
、
保
護
観
察
所
に
問
い

合
わ
せ
る
よ
う
説
明
願
い
ま
す
。
対
応

に
迷
わ
れ
た
場
合
に
は
、
保
護
観
察
所

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
観
察
対
象
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　
保
護
観
察
事
件
、
生
活
環
境
調
整

事
件
等
、
個
人
情
報
に
か
か
る
関
係

書
類
に
つ
い
て
は
、
担
当
終
了
後
に

は
必
ず
主
任
官
ま
た
は
保
護
観
察
所

に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
象
者
に
か
か
る
個
人
名
等

の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
メ
モ
や
ノ
ー
ト

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
外
部
に
漏
洩

し
な
い
よ
う
に
ご
留
意
を
お
願
い
し
ま

す
。
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“社会を明るくする運動”

青森保護観察所（青森地区各分会担当）職員紹介

（南黒・むつ下北
　地区も担当）

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

② 中学校との連携活動

日時 令和元年7月7日（日）
　　 10：00～
会場 アウガ前〈市役所駅前庁舎〉

③ 街頭広報活動

① 青森地区推進委員会

保護観察官

佐藤　翔太

青森１・2分会担当

第69回
～ 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ～

青森地区推進委員会（推進委員長　小野寺青森市長）

■“社会を明るくする運動”とは？
　　犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更
　生について理解を深め，それぞれの立場にお
　いて力を合わせ，犯罪のない地域社会を築こ
　うとする全国的な運動で，今年で69回目です。

■地域のチカラが犯罪や非行を防ぐ
　　立ち直ろうとする人を社会で受け入れていく
　ことや，犯罪や非行をする人を生み出さない家
　庭や地域づくりをすることは，とても大切なこと
　なのです。一部の人たちだけでなく，地域のす
　べての人たち一人ひとりが考え，参加するきっ
　かけをつくることを目指しています。

今
年
度
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

（弘前・五所川原
　地区も担当）

保護観察官

佐藤　文彦

青森3・4分会担当
（上十三・野辺地
　・鯵ヶ沢地区も
　担当）

保護観察官

村上　直也

青森5分会担当

日時 令和元年7月11日(木)
　　 13：00～
会場 浪打中学校　体育館

④ 青森ねぶた祭りに参加

日時　令和元年 6月6日（木）
　　　11：00～12：30
会場　青森保護観察所3F会議室

日時 令和元年8月2日(金)
青森市PTA連合会ねぶた
に参加させて頂く予定です。
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皆
様
は
じ
め
ま
し
て
!
　
　

本
年
３
月
よ
り
保
護
司
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

細
川
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
、
地
方
公
務
員
と
し
て

何
事
も
な
く
、
無
事
に
定
年
を

迎
え
、
現
在
嘱
託
と
し
て
教
育

委
員
会
の
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　
保
護
司
に
な
る
き
っ
か
け
は
、

公
務
員
時
代
の
大
先
輩
か
ら
の

要
請
で
、
断
る
こ
と
の
で
き
な

い
先
輩
な
の
で
、
と
り
あ
え
ず

推
薦
し
た
い
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
た
い
と
の
事
で
、
多
分
何

人
も
推
薦
さ
れ
る
の
で
、
自
分

は
推
薦
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
、
安
易
な
考
え
で
い
た
と

こ
ろ
、
私
一
人
だ
け
の
推
薦
だ

っ
た
そ
う
で
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　
先
日
、
保
護
司
の
研
修
会
に

参
加
し
て
大
変
な
業
務
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
自
分
と
し
て

は
、
大
変
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
受
講
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
自
分
と
し
て
は
、
業

務
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
先
輩
の
保
護
司
の

指
導
等
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
自
分

な
り
に
勉
強
し
な
が
ら
無
理
せ

ず
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し

く
ご
指
導
等
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

第
１
分
会

平
内
町

細川　信利

　
保
護
司
の
お
誘
い
を
一
年
程

前
か
ら
頂
き
ま
し
た
が
、
私
に

は
そ
の
重
責
を
全
う
す
る
自
信

が
な
い
上
に
、
資
格
要
件
に
『
時

間
的
余
裕
を
有
す
る
事
』
と
明

記
さ
れ
て
い
た
為
、
大
変
失
礼

乍
ら
お
断
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
先

輩
保
護
司
さ
ん
か
ら
高
齢
化
・

充
足
率
減
少
が
進
み
、
犯
罪
・

非
行
の
予
防
活
動
を
推
進
す
る

上
で
、
世
代
交
代
や
若
手
人
材

育
成
が
急
務
と
の
深
刻
な
事
情

も
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
4
月
か

ら
は
、
働
き
方
改
革
法
が
施
行

さ
れ
企
業
環
境
は
更
に
厳
し
さ

を
増
し
、
時
間
的
余
裕
は
困
難

を
極
め
る
状
況
と
な
り
ま
す
が
、

一
方
で
地
域
社
会
に
お
い
て
も

企
業
経
営
に
お
い
て
も
危
機
管

理
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て

お
り
、
保
護
司
を
通
じ
て
学
ぶ

べ
き
事
が
必
ず
や
あ
る
、
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
熟
慮
葛
藤
の

末
、
お
引
き
受
け
致
し
ま
し
た
。

　
諸
先
輩
皆
様
方
の
御
指
導
を

賜
り
乍
ら
研
鑚
を
重
ね
、
人
格

識
見
の
向
上
に
努
め
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 第

２
分
会

青
森
市
浜
田

佐々木　聡

　
私
が
保
護
司
の
お
誘
い
を
頂

い
た
の
は
別
の
会
合
で
の
こ
と

で
し
た
。「
平
塚
さ
ん
、
保
護
司

に
な
ら
な
い
か
」
そ
の
時
は
、

保
護
司
と
い
う
も
の
を
知
ら
ず
、

何
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
？
と
い

う
の
が
感
想
で
し
た
。

　「
私
で
つ
と
ま
る
で
し
ょ
う
か

…
…
？
」
知
っ
て
い
る
が
故
の

不
安
で
は
な
く
、
未
知
の
も
の

へ
の
不
安
で
答
え
ま
し
た
が
「
大

丈
夫
じ
ゃ
な
い
、
あ
な
た
な
ら
」

「
そ
う
で
す
か
ね
ぇ
…
…
」

　
そ
の
後
、
必
要
書
類
を
揃
え

て
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
研
修
へ

の
案
内
が
届
き
ま
す
。
内
心
は

『
合
格
し
た
ら
し
い
…
』
で
あ
り

ま
し
た
。

　
考
え
を
改
め
た
の
は
、
研
修

を
受
け
て
か
ら
。
保
護
司
の
活

動
内
容
を
知
っ
て
か
ら
に
な
り

ま
す
。
機
会
を
頂
い
た
。
全
力

で
取
り
く
も
う
と
。

　
家
族
に
も
相
談
し
ま
し
た
。

保
護
司
を
務
め
る
機
会
を
頂
い

た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、

全
力
で
と
り
組
む
こ
と
に
す
る
。

協
力
を
頼
み
た
い
と
。

　
快
く
、
理
解
と
協
力
を
頂
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
何
よ

り
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

第
４
分
会

青
森
市
沖
館

平塚　　勝

　
今
年
３
月
1
日
付
け
で
、
第

５
分
会
に
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
、

浪
岡
在
住
の
猪
股
で
す
。

　
保
護
司
と
い
う
、
役
目
、
役

割
も
知
ら
な
い
ま
ま
、
小
学
時

代
の
同
窓
生
か
ら
「
保
護
司
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
の
お
誘

い
を
受
け
、
半
年
間
悩
ん
で
、

悩
ん
で
お
受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
新
任
保
護
司
の
２
日
間
の
研

修
に
参
加
し
保
護
司
の
使
命
と

そ
の
職
務
に
つ
い
て
学
び
、
改

め
て
保
護
司
と
い
う
役
目
、
役

割
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

知
る
こ
と
に
よ
り
、
私
に
果
た

し
て
出
来
る
の
か
？
と
、
問
う

心
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

経
験
の
あ
る
諸
先
輩
方
が
沢
山

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ア

ド
バ
イ
ス
、
ご
指
導
を
頂
き
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
、
引
き
受

け
を
決
意
し
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や

し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
の
よ
う

に
犯
罪
、
非
行
に
関
す
る
報
道

が
目
や
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。

青
少
年
の
社
会
問
題
も
見
過
ご

す
事
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
少
し
で
も
保
護
司
と

し
て
の
活
動
を
通
じ
、
更
生
し

た
い
と
願
う
方
々
の
力
と
な
り

（
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
）
与
え

ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 第

５
分
会

青
森
市
浪
岡

猪股　幸子

　
平
成
31
年
3
月
1
日
付
け
で

保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
ま
し
た
、

大
坂
昴
を
申
し
ま
す
。
職
業
は
、

更
生
保
護
施
設
プ
ラ
ザ
あ
す
な

ろ
の
補
導
員
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
か
自
分

が
保
護
司
に
な
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

も
な
に
か
の
縁
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
日
々
の
業
務
で
は
、
自
分
に

足
り
な
い
も
の
を
発
見
で
き
た

り
、
諸
先
輩
方
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
少
し
づ

つ
で
も
成
長
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
者

に
は
、
過
去
で
も
な
く
未
来
で

も
な
く
、「
今
」
を
全
力
で
生
き

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

心
か
ら
更
生
で
き
る
よ
う
に
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
２
分
会

青
森
市
高
田

大坂　　昴

平成31年
３月１日付「保護司の委嘱をうけて」「保護司の委嘱をうけて」新任保護司紹介新任保護司紹介

保
護
司
は
２
年
毎
の

再
任
が
あ
り
ま
す
。

交
通
違
反
等
の
確
認
が

あ
り
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
交
通
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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保
護
司
会
の
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
森
地

区
保
護
司
会
・
野
辺
地
地
区
保
護
司
会
・

む
つ
下
北
地
区
保
護
司
会
）
の
研
修
会
が
、

講師の杉野森青森保護観察所統括
保護観察官（現企画調整課長）→

↓講師の川嶋氏（青森地区保護司）

〜
担
当
地
区
〜

    

青
森
地
区
保
護
司
会

　
何
年
も
お
誘
い
を
断
っ
て
き

ま
し
た
。「
な
ん
と
か
保
護
司
を

引
き
受
け
て
も
ら
え
な
い
か
。」

と
会
う
度
に
Ｋ
さ
ん
か
ら
誘
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
青
森
市
議
会
議
員
と
い
う
立

場
の
他
に
原
別
町
会
長
、
原
別

稲
荷
神
社
総
代
長
、
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
、
市
Ｐ
連
副
会
長

な
ど
、
要
職
を
次
々
と
任
さ
れ
、

体
が
一
つ
し
か
な
い
事
を
恨
め

し
く
感
じ
る
程
の
忙
し
さ
に
苛

ま
れ
て
い
た
時
で
し
た
の
で
丁

重
に
お
断
り
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
し
た
。

　
し
か
し
、
数
年
に
渡
る
説
得

工
作
は
功
を
奏
し
結
果
的
に
引

き
受
け
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
正
直
申
し
上
げ
て
当

初
は
憂
鬱
で
し
た
。

　
何
故
な
ら
ば
、
押
し
付
け
ら

れ
た
と
い
う
感
情
を
消
せ
な
い

事
と
、
職
務
の
重
要
さ
を
知
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。

　
興
味
本
位
で
引
き
受
け
る
職

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
初
回
の
講
習
は
参
加
す
る
ま

で
気
が
重
か
っ
た
の
で
す
が
、

内
容
を
熟
知
す
る
に
つ
け
、「
誰

か
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

大
事
な
職
務
だ
な
。」
と
い
う
感

情
の
方
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
ま
だ
担
当
し
た
事
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
な
ん
と
も
言
え

ま
せ
ん
が
、
い
つ
い
か
な
る
時

で
も
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
改
め
て
決
意
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。

　

第
１
分
会

青
森
市
原
別

中田　靖人

　
こ
の
た
び
、
田
邊
先
輩
の
推

挙
に
よ
り
保
護
司
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
湾
岸
戦
争

ク
ル
ド
難
民
救
済
、
ピ
ナ
ツ
ボ

火
山
噴
火
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
ア

エ
タ
民
族
支
援
、
阪
神
淡
路
大

震
災
で
被
災
し
た
神
戸
に
て
の

ね
ぶ
た
運
行
、
等
の
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
、
こ
れ
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
保
護
司
と
し
て
刑
に

服
し
た
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
に
か
か
わ

る
者
と
し
て
、
熊
本
の
人
々
が

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
2
0
1
6
年
熊
本
地
震

が
発
生
し
た
年
よ
り
、
熊
本
城

二
の
丸
広
場
に
て
青
森
ね
ぶ
た

の
運
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
場
に
は
２
日
間
で
５
万
人
の

被
災
さ
れ
た
方
々
が
ね
ぶ
た
を

見
に
来
て
い
た
だ
き
、「
青
森
あ

り
が
と
う
」
と
声
援
を
頂
き
、

生
ま
れ
育
っ
た
青
森
の
一
面
を

見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
青
森
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
今
ま
で
生
か
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
保
護
司
と
し
て

青
森
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
年
は
重
ね
て
い
ま
す
が
新
参

者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
輩
諸
兄

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
職
務

を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

押
忍

　
　
　
　
東
北
学
院
大
学

　
　
　
　
少
林
寺
拳
法
部
O
B

　

第
１
分
会

青
森
市
花
園

外崎　　玄

平成30年
9月１日付「保護司の委嘱をうけて」「保護司の委嘱をうけて」新任保護司紹介新任保護司紹介

平
成
30
年
度

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
研
修
会

講 

演

〜
す
い
臓
が
ん
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
を

               

体
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
〜
　

健
康
さ
が
し
の
旅

保
護
観
察
に
お
け
る
不
良
措
置
に
つ
い
て

講 

義

平
成
30
年
10
月
5
日
ア
ピ
オ

あ
お
も
り
に
て
開
催
、
第
１

部
は
、
青
森
保
護
観
察
所
の

杉
野
森
統
括
保
護
観
察
官

（
現
企
画
調
整
課
長
）
に
よ

る
「
保
護
観
察
に
お
け
る
不

良
措
置
に
つ
い
て
」
の
講
義

で
、
普
段
保
護
司
が
担
当
し

な
い
事
例
を
参
考
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
第
２
部
で
は
、「
す
い
臓
が
ん
ス
テ

ー
ジ
Ⅳ
を
体
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
」
の
著

者
で
あ
る
協
同
組
合
タ
ッ
ケ
ン
代
表
理
事

の
川
嶋
勝
美
氏
（
青
森
地
区
保
護
司
）
の

講
演
「
健
康
さ
が
し
の
旅
」
が
行
な
わ
れ
、

「
暴
飲
・
暴
食
・
働
き
す
ぎ
」
と
過
度
の
ス

ト
レ
ス
で
、
が
ん
は
発
病
し
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
が
ん
治
療
の
処
方
箋
は
、

現
代
医
療
（
手
術
・
抗
が
ん
剤
で
が
ん
細

胞
を
や
っ
つ
け
る
）
と
自
然
治
癒
力
（
食
事
・

運
動
・
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
東
洋
医
学
で
、

免
疫
力
を
高
め
、
自
分
の
身
体
の
力
を
引

き
出
す
）
の
２
つ
を
融
合
さ
せ
る
道
を
選
ん

び
、
す
い
臓
が
ん
を
克
服
し
元
気
に
保
護
司

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
結
び
の
挨
拶
で
、
む
つ
下
北
地
区

保
護
司
会
の
中
村
会
長
は
、「
身
内

に
が
ん
を
患
っ
て
い
る
人
が
い
る
の

で
他
人
事
で
は
な
い
気
持
ち
で
聞
き

入
っ
た
。
誰
で
も
健
康
が
と
て
も
大

事
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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　地区保護司関係の主な行事
詳細は後日、地区事務局からのご案内となります

青森県更生保護大会
「平川市」で開催

県央ブロック保護司研修会　「野辺地地区」

予告

第41回　令和元年度 

青森地区更生保護女性会
第39回　令和元年度 

青森刑務所
　　「矯正展」
開催日　7月21日（日）

会　場　青森刑務所
「社会を明るくする運動」の一環として、全国47都道府県の受刑者が製作した
家具や洋裁などの刑務作業製品（約580品目、約 6,500 品）を展示・即売。
14の飲食店が並ぶ他、お楽しみイベントが予定されている。

“社会を明るくする運動”

第69回 “社会を明るくする運動”

開催日　11月 29 日（金）

会　場　平川市文化センター

開催日　7月 22日（月）

会　場　リンクステーションホール青森

令和元年度

「みんなのつどい」

（青森市文化会館）

開催時間　　9：00～15：00

開催時間　　11：00～15：00

開催日時・会場　未定

開催時間　　未定

第30回東北地方
更生保護大会
開催日　11月26日（火）

会　場　仙台国際センター
開催時間　　10：00～15：00

担当保護司会・河南地区
〈平川市・大鰐町〉

一泊二日の研修旅行を計画中

開催日　10月7日（月）

会　場　東京国際フォーラム
開催時間　　13：00～15：30

保護司の皆様も自由にご参加ください。

　本年の広報啓発物資のキャッチコピー
は，「ＲＥ：スタート」（リスタート）で
す。英語で「再起動・再開」を意味し，
より若年層に訴求しやすいようＲＥをア
ルファベット，スタートをカタカナで表
現し，デザイン化しています。　
　 「過去のあやまち」から再出発し，未
来に向かって挑戦できる，「つまずいて
も　立ち上がれる」社会を目指す願いが
込められています。
　爽やかな青色をメインカラーに，ホゴ
ちゃんが描かれた疾走感のあるデザイ 
ンとなっています。　 
　ポスターの構成は，非行ペンギンで
あった頃のホゴちゃんが，幸福の黄色い
羽根と「生きるマーク」を手にして更生
ペンギンとなり，未来に向けて飛び立つ
までを描いています。 

黄
色
い
羽
根
の
バ
ッ
ジ
を

　
　
　
積
極
的
に
着
用
し
ま
し
ょ
う

黄
色
い
羽
根
の
バ
ッ
ジ
を

　
　
　
積
極
的
に
着
用
し
ま
し
ょ
う

　
黄
色
い
羽
根
は
、
更
生
保
護
の
証

で
す
。
７
月
の
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
は
、
安
倍
総
理
、

法
務
大
臣
他
、
更
生
保
護
議
員
連
盟

の
国
会
議
員
も
こ
の
バ
ッ
ジ
を
着
用

し
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
も
毎
日
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

更生保護制度施行70周年記念
全国大会 （県内保護司 47名）



社明運動街頭広報活動「駅前庁舎・アウガ前」

令和元年５月 31日 第 65号　(8)青森地区保護司会だより
令和元年度青森地区保護司会月別主要行事予定

自　平成31年4月1日　至　令和 2年 3月31日

主　　要　　行　　事
保 護 司 会 及 び 観 察 所 更女会・ B B S 会 他 関 係 団 体

月 日 主　　要　　行　　事

地区更生保護女性会定時総会（8日）
第 1回保護司会会長会議（17日）

事務局ニュース
は全保護司対象の行事

※印は保護観察所及び各団体事業

第 2回青森少年鑑別所意見交換会「第 1分会」

第 3回青森少年鑑別所意見交換会「第 2分会」

第 1回青森少年鑑別所意見交換会「第 4分会」

第 4回青森少年鑑別所意見交換会「第 3分会」

18

第 8回青森少年鑑別所意見交換会「第 3分会」 15

第 9回少年鑑別所意見交換会「第 4分会」   

第 10 回少年鑑別所意見交換会「第 1分会」 18

20

第 11 回少年鑑別所意見交換会「第 2分会」 15

第 12 回青森少年鑑別所意見交換会「第 3分会」 12
新任保護司辞令伝達式・研修 1※ 新任保護司研修 2※１・8

7

19

第 5回青森少年鑑別所意見交換会「第 4分会」 17

20 第 6回青森少年鑑別所意見交換会「第 1分会」

第 7回青森少年鑑別所意見交換会「第 2分会」 

21

19

県保連　ねぶた祭り社明広報活動
第 68回青森市社会福祉大会

地区保護司会慰労会

第 1回地区保護司会保護司候補者内申委員会

第３回保護司会会長会議

第4回地区保護司会正副会長会

第 2回地区保護司会　理事会及び役員等合同会議

中堅保護司意見交換会（委嘱 4～5年）

中堅保護司意見交換会（委嘱 4～5年）

第2回地域別定例研修（各分会で開催）※
新任保護司辞令伝達式・研修 1※

新任保護司意見交換会（平成 30年度委嘱）

第１回各事業部局連絡協議会

県央ブロック保護司研修会（野辺地地区）

1

2・9 新任保護司研修 2※

更生保護の日（1日～31日）
社明運動強調月間、各分会ミニ集会等開催

11

29

第１回地域別定例研修
2019年度 地区保護司会定時総会・懇親会16

16

6 第69回“社会を明るくする運動”地区推進委員会

第69回“社会を明るくする運動”地区実施（浪打中学校）

第41回青森県更生保護大会

第3回地域別定例研修※

地区 BBS 会総会（20日）
函館地区保護司会定期総会（25日）4

5

6

7

8

2

9

10

11

12

1

3

函館地区第 27回『市民のつどい』（18日）
青森刑務所『矯正展』（21日）
更女会第 39回『みんなのつどい』（22日）
地区保護司会会長会議

更生保護関係団体連絡協議会※

保護司・更女会・BBS 会三者連携研修会※

更女会「愛の泉」贈呈式・新年会

（1分会 4/10，2分会 4/8，3分会 4/10，4分会 4/6，5分会 4/9）6～10 分会定時総会

18
処遇基礎力強化研修（第一次研修）※

指導力強化研修（第二次研修）※

9
更生保護制度施行70周年記念全国大会（東京）7

23

保存版 ※空白の日付けは、現在は未定となっています。

地区保護司OB会総会（　日）
あすなろ入所者と共に陶芸体験教室（9日）
地区協力雇用主会定時総会（13日）
第 2回保護司会会長会議（17日）

「平川市文化センター」

26 第30回東北地方更生保護大会及び研修旅行

地区保護司OＢ会「餅つき会」

（宮城県・一泊二日）

　
日
頃
の
投
稿
、
様
々
な

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
胎
児
に
つ
い
て
、
北
欧

の
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は

出
生
前
診
断
で
ダ
ウ
ン
症

と
診
断
さ
れ
れ
ば
1
0
0

％
堕
胎
。

　
米
国
民
主
党
オ
ー
サ

ム
、
ト
ラ
ン
の
両
名
は
後

期
人
工
妊
娠
中
絶
を
支
持

（
出
産
直
前
ま
で
妊
娠
中

絶
可
）、
こ
れ
に
対
し
て

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
赤

ち
ゃ
ん
を
子
宮
か
ら
剥
ぎ

取
る
行
為
」
だ
と
批
判
、

命
の
尊
さ
を
訴
え
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
過
激
派
に
よ
る

自
爆
テ
ロ
、
殺
人
、
同
性

愛
、
従
来
の
法
律
の
正
義

と
い
う
概
念
が
大
き
く
変

化
し
つ
つ
あ
る
。
更
生
に

関
わ
る
我
々
も
凜
と
し
た

も
の
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

小
林
　
政
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広
報
部

ひ
と
こ
と


